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研究の名称 

Meshed advancement flap を用いた外陰部腫瘍切除後中等度皮膚欠損再建の後方視的検討 

研究代表機関 国立大学法人 富山大学 

研究責任者 

（所属・職名および氏名） 

富山大学学術研究部医学系皮膚科学講座 助教 鹿児山 浩 

①試料・情報の利用目的及

び利用方法 

（他の機関へ提供される場

合はその方法を含む。） 

この研究は富山大学臨床・疫学研究等に関する倫理審査委員会の

承認および研究機関の長の許可を受けて実施します。 

【研究の目的・方法】 

外陰部の腫瘍を切除したあとにできる中くらいの皮膚欠損に対

し、「meshed advancement flap（小さな切れ込みを複数入れて皮

膚の緊張を分散しながら皮膚を寄せる再建方法）」で二期的に再建

した患者さんの経過を、診療録を用いて振り返って調べる研究で

す。 

小さな欠損は縫い寄せで閉じることができますが、中くらいの欠

損ではそれが難しいことがあります。一方で、植皮や一般的な皮

弁手術では、術後の処置や追加の傷の負担が大きくなることがあ

ります。本研究では、富山大学附属病院皮膚科で外陰部腫瘍切除

後に人工真皮でいったん創部を覆い、後日に meshed advancement 

flap で再建した患者さんについて、診療録を用いて経過を確認し

ます。特に、再建のための入院期間、手術時間、創の治り方、合

併症、局所再発の有無を調べます。 

この研究のために新たな検査、治療、採血、追加受診をお願いす

ることはありません。 

【研究期間】 

実施許可日 ～ 2031年 3月 31日 

【研究対象者】 

2017年 4月 1日～2025年 3月 31日の間に富山大学附属病院皮膚

科で、外陰部腫瘍（例：外陰部扁平上皮癌、乳房外 Paget病）切

除後の欠損に対して人工真皮でいったん創部を覆い、後日に 

meshed advancement flap による再建を受けた患者さんが対象で

す。 

【研究資金、利益相反の状況】 
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この研究は富山大学附属病院皮膚科の基盤的研究費又は医局費を

用いて実施し、企業等からの資金提供、資材提供、労務提供は受

けません。研究者に申告すべき利益相反はありません。 

【個人情報の取扱い】 

研究に用いる情報は、氏名や診療録 ID等を解析用データから外

し、研究用の番号を付けて管理します。研究用番号と診療録 IDの

対照表は別に保管し、研究責任者等の限られた者のみが取り扱い

ます。 

【研究結果の公表の方法】 

研究結果は、関連学会や皮膚外科系学術雑誌への英文原著として

公表する予定です。公表の際に個人が特定されることはありませ

ん。 

【試料・情報の他機関への提供有無】 

無 

【外国にある者への提供について】 

該当なし 

②利用又は提供する試料・

情報の項目 

【試料・情報の項目】 

診療録、手術記録、看護記録、病理結果、画像記録、術前後写真

（個人識別のおそれがない範囲に限る）、年齢、診断名、病変部

位、再建時欠損サイズ、再建方法、手術時間、mesh openings の

上皮化までの日数、腫瘍切除のための入院日数、再建のための入

院日数、累積治療関連入院日数、術後合併症、局所再発の有無。 

③利用又は提供を開始する

予定日 

【利用又は提供を開始する予定日】 

実施許可日 

④試料・情報の提供を行う

機関の名称及びその長の氏

名 

富山大学附属病院 病院長 山本 善裕 

⑤提供する試料・情報の取

得の方法 

富山大学附属病院における通常診療の過程で取得・記録された診

療録、手術記録、看護記録、病理結果、画像記録等から情報を収

集します。研究のために新たな検査や採血、追加受診は行いませ

ん。 

⑥利用する者の範囲 

富山大学附属病院 皮膚科 研究責任者 助教 鹿児山 浩 

共同研究機関はありません。 
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⑦試料・情報の管理につい

て責任を有する者の氏名又

は名称 

富山大学学術研究部医学系皮膚科学講座 助教 鹿児山 浩 

⑧研究対象者等の求めに応

じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は

他の研究機関への提供を停

止する旨 

研究対象者に関する試料・情報をこの研究に用いることを希望さ

れない場合は、下記の窓口までご連絡ください。申し出により、

可能な範囲で研究への利用を停止します。なお、すでに解析済み

又は公表済みの結果から完全に削除できない場合がありますが、

その場合でも診療上の不利益を受けることはありません。 

研究計画書及び研究の方法に関する資料の入手又は閲覧を希望さ

れる場合も、下記の窓口までご連絡ください。他の研究対象者の

個人情報又は研究者の知的財産の保護等に支障がない範囲で対応

します。 

電話 076-434-7305 

FAX 076-434-5028 

E-mail dermatol@med. u-toyama. ac. jp 

担当者所属 • 氏名 富山大学学術研究部医学系皮膚科学講座 鹿児山 

浩 

 


